
ヒ
ネ
ー
ー
ヒ
ノ

敷
地
は
問
よ
り
必
裂
な
る
も
、
激
め
遊
民
授
廷
の
法

を
講
じ
、
議
郷
妓
疾
の
外
一
人
の
伐
民
な
き
を
刻
す

べ
き
こ
と
を
総
し
、
次
い
で
十
一
且
十
三
日
、
従
来

貧
民
を
牧
一
件
す
る
朋
を
非
人
小
屋
と
い
う
た
が
、
そ

の
名
抑
制
安
笛
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
改
め
て
撫
育
所
と

い
は
し
め
、
明
治
-苅
年
春
笠
野
村
か
ら
、
新
た
に
削

指
し
た
卯
ロ
岡
山
の
節
聞
に
移
し
た
。

ヒ
ネ
ヲ
ヘ
エ
日
根
九
兵
衛
一
に
日
以
野
九
兵

衛
に
作
る
者
は
非
で
あ
ら
う
。
父
制
巾
守
は
盟
臣
秀

吉
に
仕
へ
て
三
瓜
三
千
石
を
領
し
、
九
兵
印
刷
は
そ
の

次
男
で
あ
っ
た
。
不
即
昭
彦
三
に
仕
へ
、
天
正
十
八
年

関
東
仰
に
従
う
た
が
、
八
王
子
の
役
に
彦
三
一
は
病
ん

だ
か
ら
、
代
っ
て
そ
の
兵
を
寧
ゐ
、
奮
戦
し
て
命
を

航
し
た
。
磁
子
に
不
被
光
n白
が
あ
る
。

ヒ
ノ
カ
ハ

肥
ノ
川

羽
咋
部
批
判
谷
領
袖
i

山
野
谷
及

び
宿
樹
三
池
谷
か
ら
抗
出
し
、
羽
咋
領
で
子
浦
川

へ

務
合
ふ
。
統
制
慨
一

O
粁
叫
川。

ヒ
ノ
キ
ジ
ユ
ク
袷
宿

白
山
首
市
，
椴
出
泉
か
ら

の昌明
山
町
中
梯
子
坂
の
上
で
、
も
と
老
相
樹
の
あ
っ
た

所
で
あ
る
o
越
前
名
跡
考
に
街
宿
王
子
と
組
し
て
、

『
こ
れ
円
相
撲
ヶ
山
内
製
〉
よ
り
牢
盟
出
管
り
て
年
か
な

る
腕
あ
り
。
納
得
と
い
」
。
大
木
の
老
僧
一
抹
あ

。
。
術
裂
の
愛
木
と
い
ふ
。
校
餅
に
し
て
止
の
ぼ
り
た

る
、
た
ぐ
ひ
な
き
栴
の
木
な
り
0
1
(
も
と
に
枇
有
り
。

務
澄
の
作
と
い
ふ
古
川
帥
あ
り
。
粥
陀
か
袈
附
か
分
明

な
ら
ず
。
』
と
記
す
る
。

ヒ
ノ
ケ
ン
ユ
ウ
日
野
安
維
能
渋
滞
小
松
長
宗

本
一
阪
商
照
寺
十
一
一
一
代
の
住
職
。

十
五
段
に
し
て
上
治

し
、
荷
台
同
相
続
に
入
。
、
一
脊
且
院

・
凶
来
院
に
宗
一
問
中

を
ぶ
ん
で
照
司
に
柿
せ
ら
れ
た
。
明
治
十
一
年
十
且

H
一
日
七
十
五
段
を
以
て
寂
。
法
越
を
旅
梁
院
と
和

す
る
。

自
の
御
殿
祉

珠
洲
抑
刑
制
服

ヒ
ノ
ゴ
テ
ン
シ
ヤ

石
川
部
村
到
の
内
の
小
手
。

ヒ
J
Z
コ

日

ノ
御
子

石
川
郡
林
郷
に
邸
す
る

部
務
。
白
名
は
白
山
の
御
子
制
な
る
火
，
御
子
一
柳
が

銀
座
す
る
か
ら
起
っ
た
の
で
あ
る
。
大
永
制
慾
に
日

御
子
宮
と
あ
る
か
ら
、
火
御
子
を
日
御
子
と
怨
い
た

こ
と
も
古
い
こ
と
で
あ
ら
う
。
郷
村
名
義
抄
に
、
日

御
子
村
の
官
制
林
日
天
子
の
南
と
習
い
た
の
は
認
で

ヒ
ノ
ミ
コ
シ
ヤ

に
あ
っ
た
。
能
管
誌
に、
『用
割
以
よ
り
十
町
山
中
に
日

の
御
殿
と
い
ふ
枇
あ
り
、
且
臼
は
不
動
等
の
山
王
様
到

」
持
政
榊
削
(
御
幸
あ
り
し
聞
な
り
。
宮
森
肢
〈
、
梅
・凹悼

の
名
木
あ
り
。
』
と
あ
る
。

ヒ
ノ
キ
シ
ン
グ
ウ
槍
新
宮

白
山
の
庖
添
口
か

b
m官
開
削
す
る
制
定
道
の
併
に
在
っ
た
。
白
山
記
に
、

『
有
ニ
一
徳
殴
之
枇
「
蹴
ニ
槍
新
宮
↓
霊
述
耐
師
槌
現
、

木
地
忌
地
政
治
叫
腕
也
。
建
立
人
乃
柴
制
限
お
郷
住
松

谷
佐
如
是
房
よ
古
人
奉
v
崇
ν
之
、
後
及
ニ
二
百
歳
-突
。

総
行
之
純
一
策
ニ
集
此
所
一
紛
ニ
路
勤
行
於
此
斑
枇
一
一
民

衆
勤
行
巨
ニ
注
山
間
一
一
知
自
二
五
且
廿
日
比
一
終
主
-一
子
入

且
彼
伴
。
三
時
眠
法
、
自
ニ
七
月
十
七
日
-
問
主
ニ
子
叶

三
日
設
中
十
一
七
ヶ
日
夜
枚
、
不
断
花
春
田
町
、
不
断
法
諮

問
持
経
、
大
般
若
経
一

郎
容
ニ
勝
制
-
翠
ニ
供
養
。
舎
利

供
一
陸
、
口
出
陀
町
制
供
地
獄
台
、
引
四
日
籾
勤
仕
也
。

箆
枇
二
字
。
一
宇
小
白
山
大
山
御
休
御
座
。
一
宇
太

男
知
御
附
械
到
御
跡
、
金
銅
多
御
座
。
一
E
h
k
o

蛍
六

附
二
而
一
字
。
上
一
加
五
凶
二
而
。
政
所
}
乱
闘
。
美
乃

島
サ荒
川
止
二
同
一
字

o
m附
，

HH
E多
也
O
A
V
#
舎
利
塔
二

辺
、
合
刺
ニ
粒
、
金
迦
総
勢
多
伽
各
一
惚
奉
ν
安
エ
誼

之
。』
と
あ
る
。
街
新
宮
は
元
来
惜
の
豆
木
あ
る
に
依

っ
て
名
づ
け
た
・も
の
で
、
金
予
有
斐
の
白
山
遊
覧
闘

記
に
、
も
と
天
閉
山
大
耐
を
記
っ
た
か
ら
日
制
宮
で
あ

る
と
す
る
の
は
設
で
あ
ら
う
。
棺
新
宮
は
ま
た
僧
制

宮
と
も
相
宿
と
も
怨
き
、
そ
の
似
体
は
明
治
六
年
下

山
せ
し
め
た
。

あ
る
。
加
越
能
初
日
跡
絡
に
、『
日
御
子
領
の
内
、
六
郎

品
と
申
所
有
。
林
六
郎
館
跡
之
内
。
塚
も
有
。
』
と
記

す
る
。

七
O
四

鳴
へ
て
翁
崇
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
塁
俗
に
仁
徳
天
長
の

皇
子
日
野
宮
の
御
滋
と
い
ふ
は
信
じ
雌
い
が
、
い
づ

れ
古
墳
で
あ
ら
う
。

ヒ

ノ

ヤ

日

ノ
谷
江
沼
部
山
中
谷
に
聞
出
す
る
郎

孫
。
白
山
富
斑
俄
都
中
記
録
弘
治
元
年
の
僚
に
日
屋

城
と
お
き
、
脳
陣
七
闘
志
に
楠
犀
と
お
い
た
も
岡
地

で
あ
り
、
延
貸
の
地
酬
に
は
火
谷
に
作
っ
て
ゐ
る。

又
加
賀
芯
微
に
は
、
根
城
録
に
『
直
下
型
云
々
有
三
州

各
一
-
抽
問
屋
-
。
』
と
あ
る
か
ら
、
も
と
は
直
下
村
の
小
名

で
あ
っ
た
ら
う
と
犯
し
て
あ
る
。

ヒ
ノ
ヤ
ガ
ハ
目
ノ
谷
川

』
ミ
タ
ニ
ガ
ハ
三

谷
川
。
ヒ
ノ
ヤ
ジ
ヨ
ウ
袷
ノ
屋
城

江
沼
郡
日
，
谷
に
在

っ
た
。
北
臨
七
凶
芯
に
、
永
称
十
一
年
十
一
且
加
越

ヒ
J
Z
コ
J
Z
ネ

火

ノ
御
子
峰

白

山
記
に
、
一
両
闘
の
和
脱
し
た
問
、
十
二

H
一
俊
方
の
柿
野
・杉

太
男
知
の
認
な
る
態
有
の
上
に
泉
水
あ
る
こ
と
を
述
一
山
、
越
前
方
の
泉
谷
・
曲
問
屋
・大
器
寺
の
諸
械
を
阿川叩叫

べ
た
次
に
、
『
兆
一
応
有
ニ

一
山
。
其
色
住
赤
。
金
不
ν
似
二
一
'
か
ら
餓
現
せ
し
め
た
と
あ
ろ
。

余
山
。
是
蹴
ニ
火
御
子
時
↓
上
治
人
逃
ν
扇
、
一
苫
=
悶
御

一

的
↓
』
と
あ
る
が
、
火
御
子
峰
と
い
ふ
名
は
今
制
肥
え
て

一

居
る
。
今
川
以
昌
の
白
山
遊
記
に
、
御
手
水
鉢
の
東
一

に
品
不
ν
止
的
あ
る
こ
と
を
穆
げ
、
杭
山
政
和
の
和
一

献
の
糊
容
に
、
『
烏
と
ら
ま
ず
と
い
ふ
峰
は
、
大
汝
統
一

の
御
手
水
鉢
と
い
へ
る
椴
石
の
束
に
あ
り
。
焼
山
に

一

て
赤
く
苅
げ
た
り
。
』
と
あ
る
を
引
け
る
も
の
は
、
印
一

ち

古

へ

の

火

御

子

的

で

あ

る

。

一

ヒ
ノ
ミ
コ
ノ
モ
リ
日
ノ
御
子
の
森

石

川

榔

日

一

御
子
な
る
日
御
子
枇
の
前
一
泊
り
に
つ
い
ぬ
〈
松
林
を
、

一

日
御
子
の
諜
と
も
日
御
子
の
林
と
、も
い
う
た
。
佐
古
一

は
耐
人
の
邸
地
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。
元
治
一
苅
年
春
こ
一

こ
に
紛
石
の
製
遺
所
が
起
っ
て
、
多
〈
の
建
築
物
が
一

廷
で
ら
れ
た
。

一

ヒ
ノ
ミ
ヤ
シ
ヤ
日
野
宮
社

m
羽
咋
郡
上
聞
の
南
一

畑
中
に
あ
る
間
山
で
、
祉
般
は
な
い
が
日
野
宮
祉
と
一

火
ノ
御
子
社

石
川
柳
日
，
御
子

に
あ
る
。
白
山
記
に
白
山
富
の
末
匙
を
載
せ
た
中
に

『
火
御
子
、
資
段
拝
殿
』
と
あ
る
の
は
是
で
あ
ら
う
。

大
永
別
暫
に
白
山
下
七
社
の
第
七
に
火
御
子
が
あ

り
、
文
『
日
御
子
宮
、
手
力
雌
命
、
今
火
御
子
村
之

社
是
也
。
』
と
あ
る
も
同
じ
い
。
式
内
等
抽
出
社
記
に

は
、『
火
御
子
制
枇
、
林
郷
火
御
子
銀
座
。
白
山
観
祉

也
。
』
と
記
す
。
今
日
J

御
子
神
社
が
あ
る
。

ヒ
J
Z
コ

ナ

シ

目

ノ
御
子
梨

貸
永
十
三
年
の

訓
郡
に

『
梨
、
日
御
子
村
』
と
あ
る
。
石
川
郡
日
御

子
村
の
梨
が
名
琵
で
あ
っ
た
と
見
え
る
。

ヒ
ノ
ツ
メ

組
爪

ヒ
ノ
ヤ
テ
ン
ジ
ン
シ
ヤ

櫓
ノ
農
天
紳

社

江

泊

郡
日
谷
に
あ
っ
た
。
口
市
陀
の
椛
城
録
に
、
『
到
州
問
叩

地
名
=
直
下
型
。
岬
閉
山
知
=
閉
山
刷
。
有
二
跡
調
-

M
配
z
出問

題
。

乃
北
川
町
却
担
分
化
也
。
子
族
際
氏
。
以
=
永
和
己
未

五
且
朔
一
生
=
子
新
星
↓
服
従
ν
命
郎
ν
符
。
少
小
隊
v
郷

一
苫
々
。
』
と
あ
る
訓
嗣
は
凶
ち
是
で
あ
る
。
叉
式
門
却
す

笛
枇
記
に
、『
崎
屋
天
神
社
。
栴
屋
村
銀
座
。
祭
耐
北

野
天
跡
。
今

m-一矢
筒
天
跡
4

続
時
u
字
直
下
痢
屋
三
谷

之
惣
枇
也
。
』
と
も
見
え
る
。
今
僧
屋
即
ち
日
谷
に
は

天
刑
枇
と
い
」
も
の
は
な
い
。
直
下
に
直
下
rh
似
榊

訟
が
あ
っ
て
、
明
治
の
初
楠
底
枇
と
啓
し
た
こ
と
も

あ
る
が
、
栴
城
杭
叫
に
柏
田
国
天
神
枇
を
直
下
型
に
在
る

と
す
る
は
、
曲
問
屋
が
直
下
の
小
名
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
ら
う
と
す
る
加
賀
芯
徴
の
訟
を
採
る
べ
〈
、
百
下

菅
原
利
副
は
別
の
も
の
で
あ
る
。

ヒ

ノ

ヲ

日

野
尾

邸
主
出
揃
均
庄
に
臨
す
る
部

-


